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交流会が瑞穂市・山県市で開催されました。 
瑞穂市では、読書が取り組まれていますが、山県市では、交流会に図書館の職員のお話

を含めて、読書推進計画を進める一つに家庭教育学級を位置づけようとされていました。

年間の取組を発表されたので、年間の実践例をいくつか紹介します。来年度の計画の参考

になるよう引継ぎにご利用ください。 
 

山県市立大桜保育園の例 
 
 
 
 
 

 
 

山県市立梅原小学校の例  
 

 

 

 

 

 

 

瑞穂市立ほづみ幼稚園の例 
回 

講 座 名  
Ａ 
行事 

Ｂ 
体験 

Ｃ 
講演 

Ｄ 
サロン 

Ｅ 
在宅 

地域
連携 

１ ママさん座談会(６月) 
   

● 
 

 

２ 家族で絵本タイム(８月) 
    

● 
 

３ 親子で参加こども英語教室(８月) ● ● 
   

● 

４ 給食試食会(９月) ● ● 
 

● 
 

● 

５ ヨガ教室(１０月) 
 

● 
   

● 

６ しめ飾りづくり(１１月) 
 

● 
   

● 

７ 大野先生のお話を聞こう(１２月) 
  

● ● 
 

● 

 

回 講 座 名  
Ａ 
行事 

Ｂ 
体験 

Ｃ 
講演 

Ｄ 
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Ｅ 
在宅 

地域
連携 

１ 
親子遠足 (５月) 
  ふれあい遊び・ 親子ダンス 

● ● 
 

● 
  

２ 絵本読み聞かせ講話(６月) ● 
 

● 
 

● ● 

３ 親子レクレーション(１月) ● 
  

● 
 

● 

回 
講 座 名  

Ａ 
行事 
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体験 
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講演 

Ｄ 
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Ｅ 
在宅 
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１ 開講式 情報モラル(警察署）(４月) ● 
 

● 
  

● 

２３
４ 

★家庭学習チャレンジ週間 （６月・ 
１１月・２月）３回     

● 
 

５ ノーテレビ、ノーゲーム（８月） 
    

● 
 

６ 人権講演会（市８月） 
  

● 
  

● 

７ 子育て講話・給食試食会(１０月) ● 
 

● ● 
 

● 

８ 親子読書のすすめ(１１月) 
    

● 
 

９ 閉講式 活動を振り返って(２月) ● 
     

岐阜県環境生活部  
 環境生活政策課 
家 庭 教 育 推 進 専 門 職 ：河 野  
（ ℡ 0 5 8 - 2 7 2 - 8 7 5 2 ） 

山県市の保育園は行事に
合わせて学級を開催するこ
とが多く、親子活動が実践
されています。 
サロンとの組み合わせが

あり、我が家の約束運動も
含めています。園行事と同
日開催にし、週末を利用し
たことで、家庭教育学級に
仕事で参加できない人も参
加できてよかったという声
がありました。 
 

山県市の小学校では中

学校区での家庭学習チャ

レンジ週間が定着しつつ

あります。その他の活動

も行われ在宅活動が年間

５回行われました。取り

組み方が丁寧で、計画・

実施・振り返り・広める

ができています。 

サロンがよく実践され

ています。 

「ママさん座談会」で

は、サロンが計画され、事

前アンケートからテーマ

別のグループが作られ実

践されています。 

親子での体験も数多く

実践されています。 

地域連携は地域との関わりや地域の方を講師とし
ている場合に●としました。 
 

 

１ 

３月には北方町・各務原市・本巣市で同様の実践交流会が計画されています。 
 

 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼・保の部  2019年５月２７日（月） 9:30～12:00    岐阜県総合教育センター 

    小学校の部  2019年５月１３日（月） 9:30～12:00        大会議室（４Ｆ）   

  中学校の部  2019年５月２７日（月） 14:00～16:30   （岐阜市薮田南５－９－１）   

 

＜持ち物＞ ①2019年度 家庭教育学級年間活動計画の資料（約束運動を位置付ける） 各所･園･校11部  

                        ②「話そう！語ろう！わが家の約束」運動の実践カード・案内文書等      

③家庭教育学級運営マニュアル「みんなで子育て」（ピンク色の冊子持参） 

       ・「みんなで子育てⅡ」（家庭教育プログラム：乳幼児期編） 

「みんなで子育てⅢ」（家庭教育プログラム：小中学校編） 

            ・・Ⅱ、Ⅲ については、引き継いでいるものを持参 

     ★学校（園）関係者と保護者リーダーと一緒に参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭教育学級を開催された委員長さん、学級長さん１年間お疲れ様でした。ほとんどが１年ごとの役員で、
わからないことが多くあったと思います。その中で、「子育て・親育ちのための保護者の学び」と「愛情によ
る絆で結ばれた家族のふれあい」を推進するために、全力で、また、同じ役員と知恵やネットワークを利用し
て学級を開催されたことでしょう。ありがとうございました。この知恵と学びと次の内容を来年度へ引き継い
でいただきたいと思います。 

 
      

 

 ０．引継書と「みんなで子育て」（家庭教育学級運営マニュアル）を見ます。 

 １．家庭教育学級の“学びのテーマ”を決めます。 

 ２．外せない講座や時期を確認します。 

    （学校行事や季節との関連、毎年継続の内容、やってみたいもの等） 

 ３．学習内容や学習形態を決めます。 

 

 

 

 

 

 

 ４．急いで対応すべき内容の有無を確認して準備します。 

    （講師、会場、事前予約、事前準備の長期化等） 

① 「話そう！語ろう！わが家の約束」運動を位置付ける。実施後の振り返りを大事
にする。 

② ５つの学習形態の特徴を生かし、型を組み合わせる。  
「交流の場（サロン型）」で主体的な学びをする。  

③ ニーズを把握する「事前アンケート」や、「事後のアンケート」による振り返り
や効果をまとめ、広げる工夫をする。 
④  

重

点 

取

組 

＜ お 礼 ＞ 

今年１年間、各所・園・校を訪問させていただき取材、資料提供やその後の原稿確認までご協力いただき誠に

ありがとうございました。それぞれの学級が、工夫され、保護者の方々だけでなく子どもも地域の方も学びある、

またつながりある会にされていたことに新しい驚きがありました。そのおかげで「みんなで子育て」（岐阜地区家

庭教育学級応援通信）を作成することができました。また、この通信を読んでいただき、ありがとうございまし

た。 

リーダー研修会では、子育てサロンや在宅の活動の実践をお願いしました。取材に行くと、保護者同士が仲良

く真剣な話し合いをし、盛り上がりのあるサロンを実践されている学校があり、役員の方の準備、工夫そして、

心意気に感動でした。実に多くの“学び”と“幸せと笑顔の家庭教育学級”を体験でき感謝いたします。 

次年度の出会いが楽しみです。                  家庭教育推進専門職 河野 

 
  

 

２ 


